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2015年3月に北陸新幹線が開通しました。福井までの本当の意味での「全線開通」には，
まだ少し時間がかかりますが，これで金沢から東京までが2時間半となり，関西圏までと同
じアクセスとなりました。石川県能登半島出身の私にとって，北陸新幹線の開通は感慨もひ
としおでした。
北陸新幹線は，計画から開通までに約半世紀，五十年の歳月がかかりました。計画を最初
に聞いた中学生の時には，「裏日本」等と言われていた北陸地方にもようやく光が差し込ん
だように思われ，まだ見ぬ東京に思いを馳せたことでした。しかし，計画は遅々として進ま
ず，「もうすぐ，もうすぐ」と聞かされ続けた耳には，開通することはないのかもしれない
とさえ感じられたこともありました。それが，五十年の時を経てようやく実現しました。
石川県の金沢，能登地方は新鮮な食材の宝庫であり，加賀友禅や輪島塗に代表される伝統
工芸の盛んな土地柄でもあり，この春は，雑誌やテレビ等のメディアでは京都や鎌倉以上に
取り上げられていました。「加賀百万石」の，伝統工芸を生かした新しい駅舎が注目を浴び，
現在放映中の朝のNHK連続テレビ小説「まれ」では，都会から能登半島に移り住んだ少女
がケーキ職人を目指し横浜に出て奮闘する，このように石川県が一躍脚光を浴びたことも，
この五十年がかりの大事業と関係があるでしょう。
北陸新幹線の名称「かがやき」については「輝く光がスピード感と明るく伸びていく未来
をイメージさせるため」と説明されています。特急列車として運行していた「はくたか」は
そのまま新幹線の名称として残され，馴染みやすいものとなっています。
五十年の歳月。この息の長さについては教育も同様であると考えます。学校教育を終えて
からのほうが長い人生，超高齢社会を，どのように歩んでいくのか。答えは容易く出ること
の方が稀なのではないでしょうか。本学で学んだ学生たちには，五十年後でもいい，本学で
の学びが大きく開花して，豊かな人生を送ってほしいと願います。
本学科は理論と技術の両面から総合力を身につけ，人々が快適に暮らせる環境を創造でき
る人材を育成することを目的として，建築インテリアデザインコース，プロダクトデザイ
ンコース，服飾デザインマネジメントコース，デザインプロデュースコースの4コースを設
けています。
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ダイヤモンドは磨けば磨くほど美しく輝くことから，学生たちの「デザイン力」をその原
石に見立て，環境デザイン学科の4コース（4C）でピカピカに磨き上げてほしい，その想い
を込め，今年度より4つのブリリアントカットの側面ががったロゴを学科のシンボルマー
クとしてデザインしました。ダイヤモンドの4C（Carat,Color,Clarity,Cut）を満たすよう
に，学生は卒業後も多様な領域でそれぞれの専門を活かし，才能を輝かせてほしいものです。
この5月には，本学科元教授の平井聖特任教授が日本建築学会の大賞を，猪又美栄子教授
が日本家政学会の学会賞を受賞されました。長年の研究成果に敬意を表すとともに，私ども
教員も，それぞれの到達点を目指して教育と研究をいっそう深めてまいりたいと決意を新た
にしています。
本紀要には，環境デザイン学科に所属する教員の研究成果とともに，巻末には平成26年
度の卒業生全員の卒業研究のテーマを付載し，本学科の特徴的なカリキュラムである平成
27年度デザイン計画特講Cの講師一覧も紹介いたしました。併せてご高覧いただければ幸
いです。 （環境デザイン学科長 谷井淑子）
